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研究成果の概要（和文）：本研究では、慢性下肢虚血の治療として血管内皮前駆細胞を含む細胞移植をした際に
起こる疼痛軽減作用とそれに伴う神経可塑性のメカニズムを解明した。

研究成果の概要（英文）：Our study elucidated mechanism of mechanism of neuroplasticity related with 
pain-relief by transplanting endothelial progenitor cells to treat critical limb ischemia.

研究分野： 再生医療
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまで科学的エビデンスが乏しかった重症下肢虚血治療としての血管内皮細胞移植時に副次的に
起こる疼痛軽減作用と神経可塑性について作用メカニズムを解明した。これにより、新たな治療法の開発に発展
することが考えられることから、学術的、社会的意義が高いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
    近年、重症下肢虚血の治療法として、、細胞移植による血管再生療法が 

開発された。その中で、患者の QOL 低下を誘発する疼痛に関して、細胞 
移植直後が軽減されるという報告が多くあったが、メカニズムが不明であ 
った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
 
   本研究では、これまで確立されていない細胞移植後の疼痛軽減メカニズ

ムの解明を目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
   重症下肢虚血動物モデルを作成し、対照群、細胞移植群共に脊髄を採取し、 

ウエスタンブロット法や ELISA 法を用いて痛み関連因子、炎症性マーカー 
などの発現を確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 
４．研究成果 
   

本研究により、重症下肢虚血患者の治療に対する細胞移植時に副次的に 
起こる疼痛軽減作用については、メカニズムが不明であったが、炎症マーカ 
ーの変化などから、細胞移植によって疼痛軽減が起きるということが明ら 
かとなった。 
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